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健
康
の
た
め
に
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
始
め
た
。
24
時

間
営
業
の
ジ
ム
の
会
員
に
な

り
、
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
ど

ん
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た

ら
い
い
か
模
索
し
た
。
そ
し

て
、
ま
ず
は
自
己
流
で
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
始
め
て
み
た
。

ネ
ッ
ト
上
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
を
解
説
し
た
動
画
等

も
あ
り
、
意
外
と
や
れ
る
も

の
だ
な
と
思
っ
て
い
た
▼
あ

る
日
、
初
め
て
ジ
ム
に
ト
レ

ー
ナ
ー
が
い
る
時
間
に
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
し
に
行
っ
た
。

い
つ
も
と
同
じ
様
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
、
ト

レ
ー
ナ
ー
が
近
づ
い
て
き

て
、「
そ
の
や
り
方
だ
と
肩

の
腱
を
痛
め
る
危
険
が
あ
り

ま
す
」
と
注
意
し
て
く
れ
た

の
で
あ
る
▼
私
は
普
段
、
知

人
や
友
人
に
対
し
て
「
弁
護

士
に
依
頼
す
べ
き
事
案
か
ど

う
か
は
、
相
談
し
て
み
な
い

と
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
自
分

で
判
断
せ
ず
に
と
り
あ
え
ず

何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
私
は
、
ネ
ッ
ト
で
20
分

く
ら
い
検
索
し
た
程
度
の
知

識
を
頼
り
に
危
険
な
こ
と
を

し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
ぞ

っ
と
し
て
し
ま
っ
た
▼
今
で

は
ト
レ
ー
ナ
ー
に
指
導
を
受

け
な
が
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
継
続
し
て
い
る
。
何
事

も
詳
し
く
知
ら
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
詳
し
く
知

っ
て
い
る
人
（
＝
専
門
家
）

に
相
談
す
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。 

（
棚
村　

隆
行
）

説
明
す
る
延
命
会
長

会
場
風
景

成年後見センター設立に向けて
　

７
月
31
日
午
後
２
時
よ
り
、
関
内
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
に

て
、
猛
暑
の
中
、
約
１
０
０
名
の
会
員
が
集
ま
っ
て
、
会

員
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
延
命
政
之
会
長
の

「
外
は
灼
熱
の
状
況
下
で
す

が
、
ク
ー
ル
な
議
論
を
期
待

し
ま
す
」
と
の
開
会
の
挨
拶

と
と
も
に
、
激
論
の
火
ぶ
た

が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

選
挙
規
程
の
改
正

　

ま
ず
、
糸
井
淳
一
副
会
長

よ
り
、
当
会
の
会
長
、
副
会

長
、
監
事
及
び
常
議
員
等
の

選
挙
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
利
用
し
た
選
挙
運
動

を
可
能
と
す
る
こ
と
、ま
た
、

候
補
者
の
み
な
ら
ず
、
候
補

者
以
外
の
会
員
に
つ
い
て
も

電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
選

挙
運
動
を
可
能
と
す
る
こ
と

と
い
う
執
行
部
案
が
示
さ
れ

た
。

　

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
へ
の

選
挙
に
関
す
る
投
稿
を
禁
止

し
な
い
の
か
と
い
う
質
問
に

対
し
て
、
執
行
部
か
ら
は
、

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
る

選
挙
運
動
に
つ
い
て
は
賛
否

両
論
あ
る
が
、
選
挙
専
用
の

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
開
設

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

の
設
立

　

次
に
、
徳
久
京
子
副
会
長

よ
り
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

の
設
立
に
関
す
る
執
行
部
案

の
趣
旨
説
明
が
な
さ
れ
た
。

後
見
セ
ン
タ
ー
は
、
当
会
の

高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
に

関
す
る
委
員
会
（
以
下
、
単

に
「
委
員
会
」
と
い
う
）
が

こ
れ
を
運
営
す
る
予
定
。

後
見
人
等
の
推
薦
業
務

　

基
本
的
に
は
名
簿
の
順
番

に
従
っ
て
、
事
案
に
応
じ
て　

　

委
員
会
の
配
点
係
が
配
点

し
、
特
に
困
難
と
認
め
ら
れ

る
事
案
は
特
殊
案
件
と
し

て
、
委
員
会
の
正
副
委
員
長

と
配
点
係
全
員
の
合
議
で
配

点
を
行
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、
会
員
か
ら

は
、
完
全
な
機
械
配
点
で
は

な
い
の
か
、
十
分
な
報
酬
が

見
込
ま
れ
る
事
件
と
特
殊
案

件
を
セ
ッ
ト
で
配
点
す
る
こ

と
は
あ
り
得
る
の
か
、
特
殊

案
件
か
否
か
は
誰
が
判
断
す

る
の
か
な
ど
の
質
問
が
あ
っ

た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
被
後
見

人
の
居
住
地
等
を
踏
ま
え
た

配
点
に
な
る
た
め
完
全
な
機

械
配
点
で
は
な
い
こ
と
、
特

殊
案
件
と
の
セ
ッ
ト
配
点
は

あ
り
得
る
こ
と
、
特
殊
案
件

か
否
か
は
、
最
終
的
に
は
正

副
委
員
長
で
判
断
す
る
が
、

最
終
的
な
配
点
結
果
に
偏
り

が
な
い
か
否
か
を
会
長
が
チ

ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
な
ど
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

不
祥
事
対
策

　

担
当
会
員
に
報
告
義
務
を

課
す
と
と
も
に
、
後
見
セ
ン

タ
ー
が
事
案
の
調
査
、指
導
、

助
言
が
で
き
、
調
査
結
果
に

よ
っ
て
は
、
注
意
、
辞
任
勧

告
、
推
薦
停
止
、
名
簿
登
載

抹
消
な
ど
の
措
置
を
行
う
。

　

こ
れ
に
対
し
、会
員
よ
り
、

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
の
不
適

切
ポ
イ
ン
ト
制
度
と
の
連
動

関
係
は
あ
る
の
か
と
い
う
質

問
や
、
市
民
窓
口
に
上
が
っ

て
く
る
情
報
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
会
長
の
判
断
で
不
適
切

な
会
員
が
後
見
人
に
推
薦
さ

れ
な
い
よ
う
な
仕
組
み
を
導

入
す
べ
き
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
不
適
切

ポ
イ
ン
ト
制
度
と
連
動
す
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
調
査
の

端
緒
と
な
り
得
る
こ
と
、
ど

の
よ
う
な
場
合
に
辞
任
勧
告

を
す
る
か
と
い
っ
た
運
用
面

は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る

こ
と
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
事
業

　

後
見
セ
ン
タ
ー
の
取
扱
い

業
務
は
、
あ
く
ま
で
判
断
能

力
の
減
退
し
た
高
齢
者
・
障

害
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
に

限
定
し
、
そ
れ
以
外
の
分
野

は
後
見
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の

範
囲
外
と
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
後
見
セ
ン

タ
ー
と
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

の
取
扱
い
分
野
の
峻
別
は
ど

う
な
る
の
か
、「
み
ま
も
り

ダ
イ
ヤ
ル
」
の
相
談
内
容
を

成
年
後
見
等
に
関
す
る
相
談

に
限
定
し
た
場
合
、
虐
待
事

案
等
の
後
見
以
外
の
相
談
が

来
た
場
合
ど
う
す
る
の
か
な

ど
の
質
問
が
な
さ
れ
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、「
み
ま

も
り
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
成
年
後

見
等
に
関
す
る
相
談
を
対
象

と
す
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外

の
相
談
を
断
る
趣
旨
で
は
な

く
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
適

切
な
部
署
に
連
絡
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
と
い
っ
た
答

弁
が
あ
っ
た
。

後
見
セ
ン
タ
ー
の
会
計

　

初
期
費
用
と
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
で
少
な
く
な
い
費
用

が
必
要
で
あ
る
が
、
現
在
、

成
年
後
見
報
酬
か
ら
個
別
の

負
担
金
を
求
め
て
お
ら
ず
財

源
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
弁

護
士
会
の
社
会
的
責
務
に
基

づ
く
業
務
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
般
会
計
で
の
処
理
を

予
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
見

セ
ン
タ
ー
の
業
務
量
が
増
え

る
こ
と
で
よ
り
コ
ス
ト
が
か

か
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、

一
般
会
計
で
処
理
を
続
け
る

の
は
適
切
で
は
な
い
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

支
部
に
つ
い
て

　

現
状
、
家
庭
裁
判
所
の
各

支
部
は
独
自
の
名
簿
で
後
見

人
を
選
任
し
て
お
り
、
弁
護

士
会
へ
の
推
薦
依
頼
が
な
い

こ
と
か
ら
、
後
見
人
の
推
薦

を
前
提
と
す
る
不
祥
事
対
策

な
ど
も
当
会
各
支
部
に
は
適

用
し
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
は
、
支
部

会
員
の
後
見
業
務
に
関
す
る

不
祥
事
に
対
し
て
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
が
一
切
対
応
で
き

な
い
の
は
問
題
で
は
な
い

か
、
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
た
。

平
成
29
年
度　

関
弁
連
定
期
弁
護
士
大
会・

　
　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

日
時
：
９
月
29
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら

　
　

場
所
：
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
（
沼
津
）

第
９
回  

市
民
会
議
開
催

　

７
月
26
日
、
当
会
会
館
に

て
第
９
回
市
民
会
議
が
開
催

さ
れ
た
。

　

今
回
は
、「
逮
捕
段
階
に

お
け
る
公
的
弁
護
の
実
現
に

向
け
て
」
と
「
弁
護
士
会
の

意
見
表
明
に
つ
い
て
〜
二
つ

の
会
長
声
明
と
意
見
書
を
題

材
と
し
て
〜
」
と
い

う
二
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

最
初
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
は
、
当
会
刑

事
弁
護
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
会
委
員
長
で

あ
る
金
谷
達
成
会
員

が
、
日
弁
連
を
は
じ

め
各
単
位
会
の
努
力

で
、
国
選
弁
護
の
対

象
が
被
疑
者
段
階
に
拡
大
さ

れ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。
逮

捕
段
階
で
は
国
選
弁
護
人
が

つ
か
な
い
現
在
、
全
て
の
段

階
で
被
疑
者
が
弁
護
人
を
選

任
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
説
明
し
、
当
会

で
は
、
地
元
紙
で
報
道
さ
れ

た
事
件
に
つ
い
て
、
重
大
事

件
に
限
定
せ
ず
、
被
疑
者
の

も
と
に
弁
護
士
を
派
遣
す
る

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

　

市
民
委
員
か
ら
は
、
こ
う

し
た
活
動
を
評
価
す
る
意
見

と
と
も
に
、
逮
捕
段
階
に
お

け
る
公
的
弁
護
の
実
現
を
望

む
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

弁
護
士
会
の
意
見
表
明
に

つ
い
て
は
、「
会
長
声
明
」、

「
意
見
書
」、「
会
長
談
話
」

と
い
っ
た
意
見
表
明
の
種
類

の
違
い
が
一
般
に
は
分
か
り

に
く
い
と
い
う
意
見
が
出
た

ほ
か
、
会
内
で
意
見
が
分
か

れ
る
問
題
で
は
、
会
員
の
意

見
を
慎
重
に
聞
く
べ
き
と
の

指
摘
も
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
意
見
表
明
が
必
ず

し
も
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
な
い
現
状
に
つ
い

て
、報
道
関
係
の
委
員
か
ら
、

常
議
員
会
で
の
議
論
等
の
段

階
で
記
者
ク
ラ
ブ
に
情
報
提

供
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

意
見
表
明
以
前
に
記
者
が
関

心
を
持
ち
、
事
前
に
取
材
が

可
能
と
な
り
、
意
見
表
明
時

に
マ
ス
コ
ミ
と
し
て
の
報
道

が
適
切
に
行
え
る
と
の
提
案

が
な
さ
れ
た
。

（
会
員　

滝
島　

広
子
）

会員集会開催



（２）２０１７年９月号（第３５６号） 神奈川県弁護士会新聞

遼
寧
省
律
師
協
会
を
公
式
訪
問

遼
寧
省
律
師
協
会
を
公
式
訪
問

熱弁を振るう海渡弁護士

第60回人権大会プレシンポジウム企画

「犯罪被害者と報道」

　

７
月
15
日
か
ら
18
日
に
か

け
て
、
延
命
政
之
会
長
以
下

総
勢
16
名
の
当
会
訪
問
団

が
、
中
華
人
民
共
和
国
遼
寧

省
の
弁
護
士
会
で
あ
る
遼
寧

省
律
師
協
会
を
訪
問
し
た
。

　

遼
寧
省
は
、
清
朝
最
初
の

都
が
置
か
れ
た
古
都
瀋
陽

（
旧
名
称
・
奉
天
）
を
省
都

と
し
、
神
奈
川
県
と
は
友
好

提
携
地
域
の
間
柄
で
あ
る
な

ど
、
日
本
と
も
関
係
の
深
い

土
地
で
あ
る
。
遼
寧
省
律
師

協
会
と
当
会
は
、
当
会
の
国

際
交
流
委
員
会
委
員
が
平
成

27
・
28
年
に
同
省
の
大
連
を

訪
問
す
る
な
ど
、
堅
実
な
交

流
を
続
け
て
き
た
。
ま
た
、

昨
年
８
月
に
は
、
遼
寧
省
律

師
協
会
会
長

（
中
華
全
国
律

師
協
会
常
務
理

事
を
兼
務
）
を

団
長
と
す
る
訪

問
団
が
当
会
を

公
式
訪
問
さ
れ

た
。
今
回
の
訪

問
は
、
そ
の
返

礼
を
含
め
て
実

現
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

交
流
１
日
目

は
、
遼
寧
省
律

師
協
会
の
律
師

に
引
率
し
て
い

た
だ
き
、
故
宮
（
清
王
朝
が

佐渡ひまわり基金法律事務所の入っているビル

つ
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
総
人

口
の
約
４
割
を
占
め
て
お

り
、高
齢
化
が
深
刻
で
あ
る
。

子
ど
も
が
島
外
に
住
ん
で
い

る
高
齢
者
が
多
く
、
財
産
管

理
や
身
上
監
護
を
行
う
親
族

が
周
り
に
い
な
い
。
弁
護
士

や
司
法
書
士
等
の
専
門
職
も

少
な
い
。

　

成
年
後
見
人
の
担
い
手
不

足
解
消
の
た
め
、
佐
渡
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
法
人
後
見

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
養

成
を
受
け
た
市
民
後
見
人
15

名
が
活
動
中
で
あ
る
。
私
も

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
に
参
加
し
、
意
見
を
述

べ
て
い
る
。
市
民
後
見
人
か

ら
、
個
別
の
事
案
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ

る
。
引
き
続
き
、
佐
渡
の
将

来
の
た
め
に
尽
力
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
今
年
６
月
、
神

奈
川
県
弁
護
士
会
の
德
田
暁

先
生
が
来
島
し
、
当
事
務
所

に
お
い
て
、
放
送
大
学
の
講

義
の
収
録
が
行
わ
れ
た
。
私

は
、
司
法
過
疎
地
に
お
け
る

弁
護
士
活
動
に
つ
い
て
、
德

田
先
生
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

形
式
で
取
材
を
受
け
た
。
以

前
よ
り
シ
ュ
ッ
と
し
て
若
々

し
い
印
象
に
な
ら
れ
た
先
生

の
姿
に
驚
い
た
が
、
始
終
和

や
か
な
雰
囲
気
で
収
録
が
行

わ
れ
た
。
放
送
が
楽
し
み
で

あ
る
。

　

ま
た
７
月
に
は
、
神
奈
川

県
弁
護
士
会
66
期
の
同
期
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
会
に
参
加
し

た
。
神
奈
川
に
い
た
頃
と
変

わ
り
な
く
受
け
入
れ
て
も
ら

え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
や

同
期
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
た
い
。

　

佐
渡
で
の
休
み
の
日
に

は
、
島
内
の
名
所
を
訪
れ
て

い
る
。隠
れ
た
名
跡
が
多
く
、

未
だ
に
回
り
き
れ
な
い
。
ま

た
、
今
年
こ
そ
ダ
イ
ビ
ン
グ

を
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。
海
の
透
明
度
が
高
く
、

魚
の
姿
が
海
辺
か
ら
分
か
る

ほ
ど
で
あ
る
。
今
年
４
月
に

は
佐
渡
ト
キ
マ
ラ
ソ
ン
５
㎞

の
部
に
参
加
し
た
。
普
段
の

移
動
手
段
が
自
動
車
に
な
っ

た
の
で
、
運
動
不
足
に
な
ら

な
い
よ
う
気
を
付
け
た
い
。

　

佐
渡
は
、
歴
史
と
自
然
の

残
る
素
晴
ら
し
い
土
地
で
あ

る
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　

佐
渡
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律

事
務
所
に
赴
任
し
て
１
年
が

経
過
し
た
。
離
婚
や
相
続
、

債
務
整
理
な
ど
、
色
々
な
事

件
を
受
任
し
て
い
る
が
、
特

筆
す
べ
き
は
成
年
後
見
事
件

が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

　

佐
渡
市
の
人
口
は
、
現
在

約
５
万
６
０
０
０
人
で
あ

り
、
毎
年
約
１
０
０
０
人
ず

佐渡の将来のために尽力したい佐渡の将来のために尽力したい
かな
パブ最

前線

北
京
に
遷
都
す
る
前
の
宮

殿
）
や
北
陵
（
清
朝
二
代
皇

帝
の
陵
墓
）
等
市
内
視
察
の

後
、
瀋
陽
市
律
師
協
会
主
催

の
歓
迎
会
に
て
歓
待
を
受
け

た
。

　

続
く
交
流
２
日
目
は
、
午

前
中
、
遼
寧
同
格
律
師
事
務

所
、
遼
寧
同
方
律
師
事
務
所

の
２
か
所
の
法
律
事
務
所
を

見
学
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
遼
寧
省
律

師
協
会
を
訪
問
し
、
楊
興
權

遼
寧
省
律
師
協
会
会
長
以

下
、
執
行
部
の
熱
烈
な
歓
迎

を
受
け
た
。
当
日
は
律
師
の

他
、
裁
判
官
で
あ
る
張
國
全

遼
寧
省
高
級
人
民
法
院
研
究

室
主
任
と
、
検
察
官
で
あ
る

劉
宏
立
遼
寧
省
瀋
陽
市
人
民

検
察
院
民
事
執
行
監
督
所
所

長
も
来
賓
と
し
て
参
加
さ
れ

た
。

　

両
会
会
長
か
ら
の
挨
拶
の

大いに交流深める

後
、
楊
会
長
か
ら
中
国
に
お

け
る
弁
護
士
業
発
展
の
状
況

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。
続
い
て
、
張
氏
よ
り
、

裁
判
官
の
立
場
か
ら
中
国
の

審
判
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
更
に
劉
氏

よ
り
、
検
察
官
の
立
場
か
ら

中
国
の
検
察
制
度
の
概
要
に

つ
い
て
の
話
が
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
大
変
興
味
深
く
、
学

ぶ
こ
と
が
多
い
内
容
で
、
説

明
後
の
議
論
も
尽
き
な
か
っ

た
。

　

そ
の
後
、
遼
寧
省
律
師
協

会
主
催
の
懇
親
会
に
招
い
て

い
た
だ
き
、
ア
ル
コ
ー
ル
度

数
の
強
い
白
酒
で
の
乾
杯
を

繰
り
返
し
、
大
い
に
交
流
を

深
め
、
今
回
の
訪
問
は
終
了

し
た
。
今
回
の
訪
問
を
通
じ

て
、
よ
り
一
層
両
会
の
交
流

が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
す

る
。 （
会
員　

山
田　

一
誠
）

被
害
者
の
支
援
を
し
て
い
る

機
関
や
団
体
の
方
や
報
道
関

係
者
、
弁
護
士
ら
約
70
名
が

来
場
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
事

例
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
２
部
構
成
で
行

わ
れ
た
。

事
例
報
告

　

事
例
報
告
で
は
、
当
会
犯

罪
被
害
者
支
援
委
員
会
委
員

で
あ
る
服
部
知
之
会
員
、
吉

田
正
穂
会
員
、
及
び
報
道
関

係
者
１
名
か
ら
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　

服
部
会
員
か
ら
の
報
告
で

は
、
子
を
殺
さ
れ
た
母
親
が

ビ
デ
オ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
、
報
道
機
関
の
取
材
に
よ

っ
て
更
に
ス
ト
レ
ス
や
実
生

活
へ
の
悪
影
響
が
あ
っ
た
こ

と
、
報
道
機
関
へ
の
改
善
を

望
む
点
な
ど
を
語
っ
た
。

　

吉
田
会
員
か
ら
は
、
弁
護

士
が
被
害
者
の
代
理
人
に
な

っ
た
こ
と
で
、
被
害
者
遺
族

と
記
者
と
の
信
頼
関
係
が
作

ら
れ
、
子
を
殺
さ
れ
た
母
親

の
心
情
や
社
会
的
な
問
題
へ

の
意
見
を
報
道
す
る
こ
と
が

で
き
た
事
案
が
報
告
さ
れ
た
。

　

他
方
、
報
道
関
係
者
か
ら

の
報
告
で
は
、
相
模
原
障
害

者
殺
傷
事
件
を
ベ
ー
ス
に
匿

名
報
道
に
対
す
る
懸
念
や
、

弁
護
士
と
被
害
者
は
真
に
信

頼
関
係
が
築
け
て
い
る
の
か

と
い
っ
た
厳
し
い
指
摘
が
な

さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
当
会
委
員
会
委
員
で
あ
る

武
内
大
徳
会
員
と
報
道
関
係

者
３
名
が
意
見
を
述
べ
た
。

　

武
内
会
員
か
ら
は
、
弁
護

士
は
被
害
者
代
理
人
と
し
て

取
材
を
拒
絶
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
被
害
者
と
の
信
頼
関

係
を
作
り
、
被
害
者
の
真
の

意
向
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

報
道
関
係
者
の
意
見
か
ら

は
、
事
件
直
後
の
取
材
の
必

要
性
や
実
名
報
道
の
意
義
な

ど
と
と
も
に
、
被
害
者
の
置

か
れ
た
立
場
や
心
情
に
も
配

慮
を
し
て
取
材
を
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

　

被
害
者
の
支
援
を
す
る
者

に
と
っ
て
、
被
害
者
の
心
情

と
事
実
報
道
の
重
要
性
と
の

調
和
を
図
る
こ
と
が
、
非
常

に
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
た

め
て
考
え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
あ
っ
た
。

（
会
員　

畔
柳　

秀
勝
）

　

７
月
27
日
、
当
会
会
館
に

て
、「
犯
罪
被
害
者
と
報
道
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
（
第
60

回
人
権
擁
護
大
会
の
プ
レ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
）。
犯
罪

新
潟
県
弁
護
士
会
会
員

 

　

傅
田　

真
梨
絵



（３） ２０１７年９月号（第３５６号） 神奈川県弁護士会新聞

　

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
の
発

生
か
ら
１
年
。
46
人
死
傷
と
い
う

甚
大
な
被
害
と
同
じ
く
ら
い
問
題

視
さ
れ
た
の
は
、
被
告
の
思
想
、

被
害
者
の
匿
名
発
表
な
ど
様
々
な

か
た
ち
で
可
視
化
さ
れ
た
、
社
会

に
根
付
く
知
的
障
害
者
へ
の
差
別

意
識
だ
っ
た
。
取
材
を
通
し
て
、

私
自
身
の
中
に
隠
れ
て
い
た
差
別

意
識
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。

　
「
か
わ
い
い
娘
を
ひ
ど
い
目
に

遭
わ
さ
れ
た
」「
息
子
と
過
ご
す

時
間
は
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な

い
」。
お
会
い
し
た
入
所
者
家
族

の
方
々
は
、
様
々
な
感
情
を
織
り

交
ぜ
て
愛
を
語
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
過
去
に
は
健
常
者
の
家
族
を

事
件
事
故
で
亡
く
し
た
遺
族
に
も

取
材
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
家

族
へ
の
思
い
を
語
る
姿
勢
に
、
障

害
の
有
無
に
よ
る
差
は
感
じ
な
か

っ
た
。

　

園
の
元
職
員
は
「
障
害
者
と
そ

の
家
族
は
、
社
会
の
冷
た
い
目
に

さ
ら
さ
れ
て
き
た
」
と
話
し
た
。

こ
れ
ま
で
知
的
障
害
を
持
つ
方
と

深
く
関
わ
る
機
会
を
持
た
ず
に
過

ご
し
て
き
た
私
は
、
決
し
て
差
別

を
し
て
き
た
つ
も
り
は
な
か
っ
た

が
、
電
車
内
で
車
窓
に
興
奮
し
歓

声
を
上
げ
る
人
を
、
迷
惑
だ
な
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
近
寄
ら

れ
る
と
怖
い
と
思
っ
た
。
そ
の
時

自
分
が
「
冷
た
い
目
」
を
向
け
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
す
ら
い
な

か
っ
た
の
は
、
今
に
な
っ
て
恥
ず

か
し
い
。

　

取
材
を
経
た
今
で
は
、
目
か
ら

鱗
が
落
ち
た
よ
う
に
、
見
え
方
が

変
わ
っ
た
。
町
で
見
か
け
る
障
害

者
の
気
持
ち
や
、
取
り
巻
く
環
境

を
想
像
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

愛
を
語
る
家
族
の
言
葉
に
よ
っ

て
私
の
目
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
、

世
間
の
目
を
変
え
、
優
し
い
想
像

力
を
呼
び
覚
ま
す
た
め
に
、
報
道

は
何
を
伝
え
た
ら
い
い
だ
ろ
う

か
。
考
え
、
実
行
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
時
事
通
信　

岩
重　

由
季
）

「
冷
た
い目

」を向
けていたのは

誰
か

か
る
。
そ
う
考

え
る
と
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
仕
事

に
時
間
と
神
経

を
使
わ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
と
き

に
助
け
て
く
れ

た
の
が
事
務
局

出
決
裁
、
市
民
窓
口
の
苦
情

対
応
、
な
ど
な
ど
初
め
て
の

こ
と
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、

対
応
を
間
違
え
ば
私
一
人
の

問
題
で
は
な
く
、
当
会
会
員

と
当
会
事
務
局
に
迷
惑
が
掛

で
あ
る
。
あ
る
問
題
に
つ
い

て
の
対
応
方
法
を
相
談
す
る

と
、
根
拠
と
な
る
規
則
、
先

例
な
ど
を
即
座
に
調
べ
て
解

決
の
方
向
性
を
指
南
し
て
く

れ
た
。「
本
当
に
優
秀
な
人

が
多
い
な
」
と
今
で
も
実
感

し
て
い
る
。
私
な
ん
ぞ
が
一

人
欠
け
た
と
こ
ろ
で
も
当
会

は
普
通
に
回
っ
て
い
く
と
思

う
が
、「
こ
の
人
が
欠
け
て

し
ま
っ
た
ら
当
会
は
た
ち
ま

ち
回
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
な
」
と
思
う
職
員
が

多
数
い
る
。
本
当
に
感
謝
、

感
謝
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
副
会
長
の

職
務
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は

夜
の
会
合
（
飲
み
会
と
も
い

う
）
の
多
さ
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
就
任
前
か
ら
聞
い
て
い

た
こ
と
で
あ
る
が
、
予
想
以

上
に
多
い
。
気
付
け
ば
１
週

間
連
続
し
て
会
合
が
入
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
だ
が
、
こ
ち
ら
は
心

配
無
用
。
夜
の
会
合
は
私
の

（
唯
一
の
）
得
意
分
野
で
あ

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
受
容
能

力
と
処
理
能
力
は
当
期
理
事

者
の
中
で
も
群
を
抜
い
て
い

る
と
自
負
し
て
い
る
。最
近
、

会
長
も
な
か
な
か
や
る
な
と

感
じ
て
き
た
が
、
こ
こ
だ
け

は
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り

た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
昼
は
そ
こ

そ
こ
ま
じ
め
に
、
夜
は
ほ
ど

ほ
ど
以
上
に
楽
し
く
や
っ
て

い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
の

新
聞
が
発
刊
さ
れ
る
頃
に
は

任
期
も
折
り
返
し
地
点
に
掛

か
っ
て
い
る
頃
か
と
思
う

が
、
後
半
も
思
い
残
す
こ
と

が
な
い
よ
う
に
全
力
で
疾
走

し
た
い
。

任
期
の
前
半
を
終
え
て

副
会
長　

堀
口　

憲
治
郎

理
事
者
室

だ
よ
り

　

本
原
稿
執
筆
時
に
お
い

て
、
４
月
に
副
会
長
に
就
任

し
て
か
ら
４
ヶ
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
る
。
右
も
左
も

分
か
ら
な
か
っ
た
４
月
は
大

変
だ
っ
た
。
文
書
決
裁
、
支

　

７
月
12
日
、
横
浜
ロ
イ
ヤ

ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
芙
蓉
の
間

に
お
い
て
、
こ
の
度
司
法
研

修
所
刑
事
弁
護
教
官
に
就
任

し
た
金
谷
達
成
会
員
の
激
励

会
と
、
法
制
審
議
会
委
員
を

退
任
し
た
木
村
良
二
会
員
、

日
本
弁
護
士
連
合
会
副
会
長

を
退
任
し
た
木
村
保
夫
会

員
、
司
法
研
修
所
民
事
弁
護

教
官
を
退
任
し
た
岩
田
武
司

会
員
の
慰
労
会
が
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
、
延
命
政
之
会
長
よ

り
挨
拶
が
な
さ
れ
た
後
、
就

任
・
退
任
し
た
各
会
員
か
ら

挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
金
谷
会

員
は
、
冤
罪
の
発
生
防
止
を

モ
ッ
ト
ー
に
こ
れ
か
ら
３
年

間
和
光
で
教
官
を
務
め
る
意

気
込
み
を
述
べ
た
。
木
村
保

夫
会
員
は
、
日
弁
連
副
会
長

と
し
て
全
国
を
飛
び
回
り
、

会
務
を
全
う
し
た
こ
と
を
述

べ
た
。
木
村
良
二
会
員
は
、

法
制
審
議
会
で
の
活
動
の
思

い
出
に
つ
い
て
述
べ
た
。
岩

田
会
員
は
、
民
事
弁
護
教
官

と
し
て
の
活
動
を
振
り
返

り
、
後
進
も
続
い
て
欲
し
い

と
述
べ
た
。

　

澤
田
久
代
社
交
委
員
会
委

員
長
よ
り
、各
会
員
に
対
し
、

花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
、
小
賀
坂
徹
常
議
員
会

議
長
よ
り
乾
杯
の
挨
拶
が
行

わ
れ
た
。

　

乾
杯
後
、
主
賓
の
各
会
員

と
縁
の
深
い
武
井
共
夫
会

員
・
豊
島
健
司
会
員
・
髙
岡

俊
之
会
員
・
左
部
明
宏
会
員
・

島
崎
友
樹
会
員
・
千
葉
景
子

会
員
は
、
各
会
員
に
対
し
、

思
い
思
い
の
あ
た
た
か
い
激

励
・
慰
労
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

最
後
に
、
河
合
秀
樹
副
会

長
が
中
締
め
の
挨
拶
を
し
て

こ
の
日
の
激
励
会
・
慰
労
会

は
終
了
し
た
。
終
了
後
、
主

賓
の
４
会
員
が
、
会
場
の
出

口
に
並
び
、
各
参
加
者
と
握

手
を
し
た
り
、
ね
ぎ
ら
い
や

激
励
の
言
葉
を
投
げ
か
け
ら

れ
た
り
し
て
い
た
。

 

（
会
員　

本
間　

久
雄
）

４
会
員

 

激
励・慰
労
会

常議員会
の い ま

弁護士会の「国会」
 としての常議員会

会員　松本　育子（新61期）
　

以
前
、「
常
議
員
会
は
、

弁
護
士
会
の
『
国
会
』
に
あ

た
る
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

本
部
・
支
部
運
営
の
実
情
を

ふ
ま
え
た
視
点
や
、
様
々
な

委
員
会
・
部
会
等
の
会
務
活

動
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
示

唆
に
富
む
意
見
が
活
発
に
交

わ
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
、

い
ろ
い
ろ
な
支
持
母
体
か
ら

選
出
さ
れ
た
国
会
議
員
が
、

全
国
民
の
代
表
と
し
て
討
議

す
る
よ
う
に
、
各
常
議
員
が

弁
護
士
会
の
よ
り
良
い
意
思

決
定
の
た
め
に
議
論
し
て
い

る
と
感
じ
る
。

　

会
長
声
明
の
発
出
、
規
則

等
の
改
正
、
人
権
救
済
申
立

事
件
に
つ
い
て
勧
告
を
行
う

こ
と
の
承
認
、
総
会
へ
の
議

案
の
提
出
な
ど
、
常
議
員
会

で
議
論
す
べ
き
議
題
は
数
多

く
あ
る
。
常
議
員
一
人
ひ
と

り
が
期
や
年
齢
を
問
わ
ず
対

等
に
意
見
を
述
べ
て
議
論

し
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
た
の
だ
と
い
う

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
と
き

は
、
驚
き
を
覚
え
た
。
そ
し

て
、
今
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

自
分
も
参
加
し
、
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

こ
の
上
も
な
い
喜
び
で
あ
る
。

　

た
だ
、
弁
護
士
会
と
し
て

重
大
な
事
項
を
決
定
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
自
ら
の
会
務

経
験
や
見
識
に
基
づ
く
理
に

適
っ
た
発
言
の
意
味
合
い
は

重
く
、
そ
の
一
方
で
、
若
手

会
員
は
発
言
を
た
め
ら
わ
れ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
る
。

　

私
も
若
手
会
員
の
一
人
と

し
て
、
従
来
の
弁
護
士
会
の

常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
と
き

に
は
慣
習
を
見
直
し
、
弁
護

士
会
と
し
て
果
た
す
べ
き
役

割
、
あ
る
べ
き
姿
を
き
ち
ん

と
考
え
、
発
言
し
て
い
き
た

い
。
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思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
シ

ャ
ン
プ
ー
類
と
決
別
。
半
年

以
上
は
経
つ
と
思
う
が
、
今

の
と
こ
ろ
概
ね
良
好
と
い
っ

た
と
こ
ろ
。
な
ん
と
な
く
続

け
て
い
る
こ
と
を
思
い
切
っ

て
や
め
て
み
る
こ
と
は
、
な

か
な
か
難
し
い
も
の
で
す

が
、
よ
い
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

デ
ス
ク　
　

勝
俣　

豪

　

記　

者　
　

市
川　

統
子

 

常
盤　

重
雄

 

長
谷
川
篤
司

 

本
間　

久
雄

 

川
添　

啓
明

 

棚
村　

隆
行

相手をなぎ倒し雄叫びをあげる西尾会員

小樽カントリー倶楽部にて

真
夏
の
腕
相
撲
王
決
定
戦

　
「
最
強
の
漢
を
腕
相
撲
で

決
め
た
い
」
と
座
長
が
発
言

し
て
か
ら
数
か
月
後
の
６
月

某
日
。「
か
な
わ
ん
グ
ラ
ン

プ
リ
・
真
夏
の
腕
相
撲
王
決

定
戦
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

か
な
チ
ャ
ン
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
以
下
「
Ｐ

Ｔ
」）
初
の
公
開
収
録
を
決

定
。
自
薦
・
他
薦
を
含
め
た

８
名
の
「
腕
（
物
理
）
に
自

信
の
あ
る
弁
護
士
」
が
集
ま

り
、
約
40
名
近
い
「
筋
肉
好

き
」の
応
援
者
が
集
ま
っ
た
。

会
館
５
階
を
貸
し
切
っ
た
会

場
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
観

客
と
熱
気
あ
ふ
れ
る
選
手
、

こ
の
企
画
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
す
る
ス
タ
ッ
フ
で
い
っ
ぱ

い
と
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
、

「
こ
れ
は
本
当
に
弁
護
士
会

の
会
務
な
の
だ
ろ
う
か
」
と

心
の
中
で
思
っ
て
い
た
の
は

筆
者
だ
け
だ
ろ
う
。

　

出
場
選
手
も
多
種
多
様
で

あ
っ
た
。
プ
ロ
レ
ス

ラ
ー
川
邉
賢
一
郎
会

員
、
プ
ロ
ア
メ
フ
ト

ボ
ー
ラ
ー
西
尾
公
伸

会
員
な
ど
、
Ｐ
Ｔ
お

馴
染
み
の
選
手
に
加

え
、
格
闘
技
界
か
ら

は
小
嶋
愛
斗
会
員
、

加
藤
正
太
会
員
、
田

代
宰
会
員
な
ど
が
参

戦
。
当
会
野
球
部
か

ら
は
本
間
正
俊
会
員
が
当
然

の
よ
う
に
参
戦
。
ま
た
、「
レ

ス
ラ
ー
な
の
に
弁
護
士
と
い

う
肩
書
き
は
も
と
も
と
俺
の

も
の
だ
っ
た
」
と
い
う
理
由

で
本
田
幸
充
会
員
が
意
味
不

明
の
参
戦
。
そ
の
よ
う
な
出

た
が
り
が
多
い
中
、
本
当
は

ボ
ス
に
出
場
打
診
が
か
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
う

ち
の
イ
ソ
弁
で
代
わ
り
に
良

い
の
が
い
る
か
ら
」
と
生
贄

に
差
し
出
さ
れ
た
戸
田

龍
聖
会
員
の
存
在
は
際

立
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
大
会
は
、
全

く
事
情
を
知
ら
さ
れ
ず

連
れ
て
こ
ら
れ
た
糸
井

淳
一
副
会
長
の
開
会
宣

言
（
ア
ド
リ
ブ
）
で
開

始
。
試
合
自
体
は
白
熱

し
、
弁
護
士
会
館
５
階

は
、
お
そ
ら
く
施
工
以

来
最
も
弁
護
士
業
務
と
か
け

離
れ
た
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
大
お

祭
り
騒
ぎ
を
最
終
的
に
動
画

に
編
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
仕
事
を
任
さ
れ
て
い
た
筆

者
の
闇
の
深
さ
は
述
べ
る
ま

で
も
な
い
。

　

こ
こ
で
試
合
の
内
容
を
述

べ
て
も
良
い
が
、
動
画
に
な

っ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参

照
い
た
だ
き
た
い
。
検
索
エ

ン
ジ
ン
で
「
か
な
チ
ャ
ン
Ｔ

Ｖ　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｎ
（
か

な
べ
ん
）」
で
検
索
す
る
と

た
ぶ
ん
ヒ
ッ
ト
す
る
の
で
そ

ち
ら
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た

い
。
こ
れ
は
決
し
て
執
筆
が

め
ん
ど
く
さ
い
と
い
う
理
由

で
は
な
い
。
動
画
の
視
聴
回

数
を
伸
ば
し
た
い
と
い
う
筆

者
の
悪
意
で
あ
る
。
執
筆
依

頼
を
受
け
て
こ
の
記
事
を
書

い
て
い
る
が
、
絶
対
に
動
画

で
見
た
方
が
伝
わ
る
し
、
何

よ
り
視
聴
回
数
が
伸
び
る
。

（
か
な
チ
ャ
ン
Ｔ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
副
座
長

 

　

渡
部　

源
）

KANABENch
初の公開収録

　

み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
複

数
の
弁
護
士
で
事
件
を
受
任

し
た
場
合
な
ど
に
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
を
開
設
し
て
利
用

し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
は
、
複
数
の
人
へ

の
連
絡
や
情
報
の
共
有
に
と

て
も
便
利
で
す
が
、
情
報
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
情
報
漏
洩

の
防
止
）
の
点
か
ら
は
ぜ
ひ

と
も
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
の
こ
と
で
す

が
、
刑
事
事
件
の
弁
護
団
が

利
用
し
て
い
た
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
（
掲
示
板
）
が
、
不

注
意
に
よ
り
、
誰
で
も
参
加

で
き
る
設
定
と
な
っ
て
い
た

た
め
、
こ
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
に
参
加
す
れ
ば
、
誰
で

あ
っ
て
も
刑
事
事
件
の
裁
判

資
料
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
状

態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
件
で
は
、

結
局
、
刑
事
事
件
の
被
害
者

の
個
人
情
報
、
裁
判
員
候
補

者
名
簿
な
ど
が
漏
洩
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
報
漏
洩

は
、
弁
護
士
の
守
秘
義
務
や

個
人
情
報
の
保
護
の
点
か
ら

は
深
刻
な
事
態
で
あ
り
、
懲

戒
処
分
や
損
害
賠
償
責
任
の

問
題
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
を
開
設
す
る
場
合

に
は
、
ま
ず
、
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
が
誰
で
も
参
加
で
き

る
設
定
に
な
っ
て
い
な
い
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

そ
の
他
に
も
、
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
に
保
管
さ
れ
た
情
報

の
公
開
範
囲
が
メ
ン
バ
ー
限

定
に
な
っ
て
い
る
か
、
な
ど

の
情
報
の
公
開
に
関
す
る
設

定
も
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
近
時
で
は
、
参
加

メ
ン
バ
ー
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
情
報
を
共
有

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
、
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
様
々
な
も

の
が
あ
り
、
今
後
も
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
が
現
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
は
、
弁
護
士
業
務
に

も
便
利
で
あ
る
た
め
、
将
来

的
に
利
用
が
拡
大
し
て
い
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
同
時

に
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
と

同
様
、
設
定
に
不
備
が
あ
る

と
情
報
の
漏
洩
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
に
は
、
情
報

の
漏
洩
防
止
の
た
め
、
参
加

者
や
情
報
の
公
開
範
囲
等
の

設
定
に
十
分
な
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
設
定
を
し
っ
か
り

行
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
な
ど
は
、

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
等
に
は

流
さ
な
い
よ
う
ご
配
慮
く
だ

さ
い
。

 

（
会
員　

浅
葉　

康
之
）

・ メーリングリストを開設する場合には、次の設定を
確認する
　①誰でも参加できる設定になっていないか
　② メーリングリストに保管されている情報の公開
範囲はメンバー限定か

・ メーリングリスト以外のサービスでも設定には注意
が必要

　

横
浜
法
曹
ゴ
ル
フ
会
は
７

月
７
日
、
８
日
に
北
海
道
に

て
恒
例
の
夏
合
宿
を
行
っ

た
。
こ
の
２
日
間
で
は
７
月

の
月
例
会
の
み
な
ら
ず
、
過

去
１
年
間
の
月
例
会
優
勝
者

で
争
わ
れ
る
年
間
王
者
決
定

戦「
取
切
戦
」が
行
わ
れ
る
。

今
年
は
総
勢
16
名
、
う
ち
取

切
戦
参
加
者
が
11
名
と
大
混

戦
が
予
想
さ
れ
た
。

　

初
日
を
終
え
て
取
切
戦
上

位
４
名
の
顔
触
れ
は
、
筆
者

吉
澤
が
昨
年
に
続
き
首
位
、

３
打
差
に
沢
藤
達
夫
会
員
、

４
打
差
に
昨
年
優
勝
の
田
中

治
会
員
、
６
打
差
に
大
橋
俊

二
会
員
が
続
き
、
各
自
の
ハ

ン
デ
差
を
考
慮
す
る
と
ほ
と

ん
ど
差
の
な
い
予
想
通
り
の

混
戦
模
様
と
な
っ
た
。

　

こ
の
４
人
が
２
日
目
は
最

終
組
と
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
。

初
日
首
位
の
吉
澤
は
前
半
で

ダ
ブ
ル
パ
ー
を
叩
い
て
早
速

脱
落
し
、
昨
年
の
経
験
を
全

く
活
か
せ
ず
終
了
。
続
い
て

首
位
に
立
っ
た
大
橋
会
員
も

後
半
３
ホ
ー
ル
目
、
４
ホ
ー

ル
目
で
立
て
続
け
に
二
桁
の

大
叩
き
で
脱
落
。

　

残
る
田
中
、
沢
藤
両
会
員

は
テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
妙
に

近
接
し
て
横
に
並
び
、
大
叩

き
す
る
大
橋
会
員
を
横
目
に

無
言
で
肘
打
ち
し
合
う
。
ベ

テ
ラ
ン
会
員
に
な
っ
て
も
勝

利
へ
の
飽
く
な
き
欲
求
を
失

わ
な
い
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。

　

５
ホ
ー
ル
を
残
し
て
５
打

差
で
首
位
田
中
会
員
。
も
は

や
２
連
覇
は
決
定
的
か
と
思

わ
れ
た
が
、
沢
藤
会
員
、
吉

澤
も
逆
転
の
僅
か
な
望
み
に

賭
け
て
口
撃
。「
去
年
よ
り

ハ
ン
デ
多
い
の
に
連
覇
は
な

ぁ
」「
優
勝
の
弁
考
え
た
？
」

れ
た
田
中
会
員
は
ス
コ
ア
を

ま
と
め
切
れ
ず
ト
リ
プ
ル
ボ

ギ
ー
。
対
す
る
沢
藤
会
員
は

無
難
に
ボ
ギ
ー
で
ま
と
め
て

大
逆
転
。
２
日
間
36
ホ
ー
ル

の
闘
い
に
終
止
符
を
打
っ

た
。
沢
藤
会
員
は
横
浜
法
曹

ゴ
ル
フ
会
入
会
23
年
目
に
し

て
初
の
取
切
戦
優
勝
と
な

り
、
前
年
度
当
会
三
浦
修
会

長
よ
り
ご
提
供
頂
い
た
神
奈

川
県
弁
護
士
会
会
長
杯
を
獲

得
し
た
。

　

同
時
に
開
催
さ
れ
た
月
例

会
は
、
ハ
ン
デ
が
多
す
ぎ
る

と
の
非
難
を
物
と
も
せ
ず
武

藤
一
久
会
員
が
圧
勝
。
早
く

も
来
年
度
の
取
切
戦
参
加
資

格
獲
得
と
な
っ
た
。

　

２
日
間
盛
会
で
終
了
し
た

今
回
合
宿
に
は
、
15
期
の
大

ベ
テ
ラ
ン
か
ら
60
期
代
若
手

会
員
や
女
性
会
員
も
参
加
し

て
お
り
、
年
齢
や
経
験
を
問

わ
ず
ゴ
ル
フ
好
き
の
会
員
は

大
歓
迎
で
あ
る
。
興
味
の
あ

る
会
員
は
是
非
ご
入
会
を
！

（
会
員　

吉
澤　

幸
次
郎
）

勝
負
は
最
終
ホ
ー
ル

勝
負
は
最
終
ホ
ー
ル

ま
で
も
つ
れ
こ
み
…

ま
で
も
つ
れ
こ
み
…

　

横
浜
法
曹
ゴ
ル
フ
会

 

北
海
道
で
夏
合
宿

な
ど
と
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
掛
け
る
。

　

更
に
沢
藤
会
員

が
16
番
ホ
ー
ル
で

バ
ー
デ
ィ
奪
取
し

一
気
に
２
打
差

へ
。
17
番
ホ
ー
ル

も
田
中
会
員
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ダ

ボ
を
叩
き
、
パ
ー

で
ま
と
め
た
沢
藤

会
員
が
最
終
ホ
ー

ル
を
前
に
遂
に
追

い
つ
い
た
。

　

迎
え
た
最
終
ホ

ー
ル
。
追
い
つ
か

その６
メーリングリストのセキュリティ

～開設するとき～

はじめましょう

を


